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ポルトガル語におけるフランス語起源と

英語起源の外来語 l

鳥居玲奈

1.はじめに

今日、多くの英語起源の外来語がブラジルのポルトガル語に取り入れられ

ている。このような状況の中、本稿では、これまでフランス語の影響が強か

ったファッション分野にまでその影響が広がっているのかを検証するため、

フランス語起源と英語起瀕の外来語のここ数年間の変化を調査した。

Freitas (1991)では、 1979年1月から 1989年 12月にかけて女性向けファ

ッション誌を対象にフランス語起源と英語起源の外来語の調査を行っている。

その結果、フランス語起源の外来語と英語起源の外来語の数がほぼ同数であ

ったことが報告されている。この調査からおよそ 14年後、同種のコーパスを

用いて調査を行い、その相違を探ることにする。

2.用語の定義

いかなる言語でも、生きた言語である以上、社会的、文化的変化に応じて

絶えず変化するものである。 Guilbert(1975)によると、言語体系は大きく文

法(graill紅ica) と語彙（lexico)の領域に分けられ、前者は閉じた体系、後者
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は開いた体系を成している。それゆえ、言語変化は文法面より語彙面におい

てより顕著に現れる。

しかしながら、語彙における個々の語 (mudadelexical)全てが常に変化を

伴うのかというとそうではなく、語彙にも変化を受けやすい部分とそうでな

い部分がある。語彙は機能語(palavragramatical)と内容語(palavralexical) 

で構成されている。前者は前置詞、接続詞、代名詞、冠詞などの文法的機能

を持つ語であるのに対し、後者は名詞、動詞、形容詞といった意味的内容を

持ち、言語外の世界を表現する語である。内容語はさらに形態素 (morfema)

と語彙素（lexema)に分類され、前者は文法的な意味、後者は語彙的な意味

を担う部分であり、最も変化を受けやすいのは、より開いた体系を成す語彙

素であることがわかる。

Alves (2002)によると、語彙における変化には、ある語が廃れていく古語

(出.caismo)と新たな語が造られる新語 (neologismo)の2通りのプロセスが

あるという。そして、新語には、自国語の要素から新たな語を造るプロセス

と、外国語から語を借用するプロセスがあり、ポルトガル語では通時的、共

時的にも、どちらも広く用いられている。この後者のプロセスは言語接触に

より起こる現象で、一般的に外来語あるいは｛昔用語と呼ばれているものであ

る。

外来語と｛昔用語は広義には同義で用いられることもあれば、異なる概念と

して捉えられることもある。日本では、狭義には借用語は漢語を指し、欧米

諸国から入った語は外来語と定義されることがしばしばある。しかしながら、

田中 (2002)によれば、これらの用語の相違点は借用元の言語にあるという

よりも、｛昔用先の言語への同化の度合いにあるという。つまり、｛昔用先の言

語に定着して同化の進んでいるものが借用語であり、そうでないものが外来

語であるという。このように、狭義において両者は異なる意味を持つことが

あるが、本稿は外来語の定着度を議論の直接の対象としているわけではない

ため、借用元の言語や定着度がいかなる場合においても、外国語から取り入

れられた語は全て外来語と呼ぶことにする。
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3.フランス語と英語起源の外来語の背景

フランス語起源の外来語(galicismo)は、中世以降、頻繁にポルトガル語

に取り入れられるようになった。この時期のフランス語起源の外来語は、プ

ロヴァンス地方の吟遊詩の影響により、jogral,trovador，伽hage1n,viagemとい

ったものが挙げられる。中世を過ぎた後もフランスはヨーロッパ全土で文化

的中心地であり続けた。とりわけ 18世紀から 20世紀初頭にかけては、世界

中の国々がフランス文化を手本とし、ファッション、芸術、社会生活といっ

た様々な面でフランス語を取り入れた。この時期には、gode,evase, cluque, 

tailleur, elegante, mt d如o,silhueta, menu, cameなどといったような語が新たにポ

ルトガル語の語彙へと加わっていったぢ

一方、初期の英語起源の外来語 (anglicismo)はイギリスからポルトガル語

に取り入れられた。イギリスに政治経済面で強い影響を受けていたポルトガ

ルにもたらされた外来語は、その後ブラジルヘと渡った。例えば、 bife,rosbife, 

lanche, vagao, pudim,血el,rum, esporteなどはその頃に導入された外来語であ

る。その後、政治の中心地がヨーロッパからアメリカに移ると、英語起源の

外来語もまたアメリカからもたらされるようになった。 20世紀後半になり、

ブラジルやその他の第三世界の国々が工業化の時代へと突入すると、政治、

経済、技術面においてアメリカ合衆国へ依存するようになり、それと同時に

庶民の生活もアメリカの影響を大きく受けるようになった。こうして、映画、

音楽、テレビ、インターネットなどのあらゆるメディアを通して新たな外来

語がポルトガルを介さずに直接ブラジルのポルトガル語に導入されるように

なったのである心

このような背景から、 Carvalho(1989)は、ブラジルとポルトガルでは、外

来語に対する姿勢が異なるという。使用されている外来語が異なることもあ

れば、外来語が同じ場合でも同化の度合いが異なることもあると述べている。

例えば、gayやstress4のような語は、ブラジルのポルトガル語では広く用いら

れているが、ヨーロッパのポルトガル語ではあまり歓迎されない傾向にある
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という。また、プラジルでは、英語起源のmouse（コンピューター用語）、Aids

といった外来語を原語のまま使用するのに対して、ポルトガルでは、既存す

るratoという語に新たな意味を加える意味借用や、ポルトガル語での翻訳表

現から頭文字をとってSidaと表記する翻訳借用がとられることもあり、ブラ

ジルとポルトガルで同化方法が異なることがある。ヨーロッパのポルトガル

語におけるフランス語と英語起源の外来語については4節で再び取り上げる

こととし、次節からは、 Freitas(1991)の先行研究をもとに、ブラジルのポル

トガル語におけるフランス語と英語起源の外来語の現状をまとめていくこと

にする。

3.資料調査と分析

3.1資料

Freitas (1991)では、 1979年 1月から 1989年 12月までにブラジルで発行

された女性ファッション誌Ma加quim101冊をもとに、そこから収集したフラ

ンス語と英語起源の外来語の状況を調査している。

一方、今回の調査では、 2003年12月から2004年8月までにブラジルで発

行された2種類の女性ファッション誌約gueBrasilとElleBrasit5をコーパスと

して用い、その中から抽出したフランス語と英語起源の外来語を調査の対象

とした。大半はファッション分野の語であったが、映画、音楽、旅行、料理

といったそれぞれの雑誌で取り上げられていた分野からの外来語も分析に含

めた。なお、対象となった雑誌の総数は14冊である。

3.2調査結果

Freitas (1991)での調査結果と今回の調査結果をそれぞれ表］、表2に示し

た。いずれの調査でも使用頻度の問題は扱われていないため、以下に示され

た数字は全て異なり語数である。しかし、 wanabeやwaru1abeのように外来語

の表記が異なる場合やoflagship（男性名詞）やaflagslup（女性名詞）のよう

に何らかの形態的特徴が異なる場合は別の語として計算されている。
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表 1: Manequim におけるフランス語と英語起源の外来語の総数 (Freitas

1991 :60) 

フランス語 英語

Manequim 236(46%) 277(54%) 

表2:怜>gueBrasilとElleBrasilにおけるフランス語と英語起源の外来語の総

数

Vogue Brasil 

Elle Brasil 

計

＊括弧内の数値は割合（％）を示す。

フランス語 英語

107 (20%) 

38 (190/4) 

145 

421 (80%) 

157 (81%) 

578 

これらの結果を見ると、表1ではフランス語と英語起源の外来語の数が近

い値となっているのに対し、表2では、どちらの雑誌でも英語の外来語の数

がフランス語の外来語の数を圧倒的に上回っていることが一目瞭然である。

しかし、ここで、 Freitas(1991)の調査と今回の調査では、以下の条件が異な

っていることを述べておく必要がある。

(a) 同種のコーパスとはいえ、使用した雑誌が異なっている。

(b) Freitas (1991)の調査では翻訳借用も総数に含まれているのに対し、今

回の調査ではそれが含まれていない。

(c) Freitas (1991)の調査では辞書に記載されている語も含まれているが、

今回の調査ではブラジルのポルトガル語辞典ONovoA証elioSecido XXI: 

oDicio呻rioda Lingua Portuguesa (1999) とDicionarioHouaiss da Lingua 

Portuguesa (2001)に記載がない語、あるいは語義や何らかの形態上の

記載内容が異なる言吾だけを調査の対象としている。
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上記の理由から、決して公正な比較とは言えないかもしれない。しかし、

(b)については、 Freitas(1991)で観察された翻訳借用の用例は全体でわずか

7語だけであり、また、 (c)についても、用例を見ると辞書に記載のない語の

方が圧倒的に多いことが窺える。したがって、この結果からある程度の傾向

は見て取れると判断できるであろう。その傾向とは、すなわち、もともとフ

ランス語からの外来語が多いとされていたファッション分野でさえも、英語

からの外来語が増加しているという傾向である。 Freitas(1991)の調査が行わ

れた時点ではフランス語と英語の数量的な違いはほんのわずかで、英語が若

干多い程度であったが、今回の調査では、いずれの雑誌でもその差が大幅に

広がり、ファッション分野においても英語が主流となって来ていることが読

み取れるであろう。

今回の調査で用いたコーパスの用例を次の規準で分類し、そのうちのいく

つかを取り上げて次節より詳しくみていこうと思う。ただし、本稿で扱うコ

ーパスは全て書き言葉をもとにしているため、ここでいう同化とは主に形態

統語上と表記上の同化を指し、場合によっては意味上の同化を含むものとす

る。

①原語の語形を維持し、借用先言語の同化を受けていないもの。

②借用先言語に何らかの形で同化を受けたもの。

3.3借用先言語の同化を受けていない外来語

コーパスから収集された用例のほとんどは名詞であり、形容詞も中にはい

くつか見られt~ しかし、動詞の数は非常に限定されていた。また、大半の

外来語は原語の品詞を維持していたが、以下の例のように、原語では形容詞

や動詞として用いられているものが、ポルトガル語では名詞として用いられ

ているものもいくつか見られた。なお、イタリック体や引用符は原文のまま

であるため、本稿で対象とする外来語は下線で示すことにする。
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(1) "Isabela Capeto exercitou o ~ com iI1teligencia (Elle Brasil 8, p.109) 

(2) Acho que o 血坦盆~.quedure(．．．）（怜gueBrasil 312, p.62) 

(3) (...) tomando-se ecleticas e monos padronizadas num exercicio pr6ximo ao 

~requerido hoje．（約gueBrasil 307, p.44) 

大半の用例はポルトガル語の同化を受けていないものであった。そのうち、

英語起源の外来語でイタリック体や引用符や大文字の使用が見られたのが、

Vogue Brasilでは全体のおよそ33％で、 ElleBrasilではわずか8％であった。フ

ランス語起源では、 VogueBrasilでおよそ60%、ElleBrasilでおよそ 18％であ

った。いずれの雑誌においても、英語よりもフランス語起源の外来語に表記

上の措置が施されていた。このことから、読者にとって、英語起源の外来語

の方がより身近で理解しやすく、フランス語起源の外来語はより不明瞭なも

のになっていると言えるであろう。

また、以下の (4)から (ll)のように、すでに｛昔用元の言語で構成された複

合語6が、そのままポルトガル語に導入された用例が多く見られた。中にはハ

イフンでつながれたものもあればそうでないものもあり、場合によっては同

じ外来語でも (10)、(11)のようにどちらの形でも用いられているものもあっ

た。

(4) (...) que sera mais llln ~ seu genera preferido. (Elle Brasil 7, p.93) 

(5) ~ completo e um ~ com pisciI1a (...)（約gueBrasil 311, 

p.223) 

(6) (...) uma personagem que tinha inclusive um~ diferente do meu", 

（．．．） （約gueBrasil 308, p.62) 

(7) (...), usar ~ ou bobes m必icos(...) (Elle Brasil 3, p.46) 

(8) Para encamar a~ ficou irreconhecivel. (Elle Brasil 4, p.60) 

(9) 0沼~vem com o estilista italiano, (...) (Elle Brasil 6, p.72) 
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(10) (...): xadrez com座坐竺，a⑲ le(dese曲ode losangos)(…)(Elle Brasil 3, p.127) 

(11) Camisetas grafitadas, dese1lhadas, paetizadas, seringrafadas謳迦，comslog印1S.

(Elle Brasil 5, p.70) 

(12)から (14)のように、フランス語起源の外来語と英語の起源の外来語

で構成された複合語も見られた。

(12) Os trajes mostrados por cirna, entretanto, em grandes parte pe皿anecerarnfieis ao 

~parisiense(．．．）（約'gueBrasil 306, p.138) 

(13) E o ~ elaborado, sofisticado, omado, meio''too much", "cool" e 

encantador,(…)(Vogue Brasil 310, p. 79) 

(14)(…)a~ da Tod's e Hogan, marcas do megaempre函 o(...) (Elle Brasil 7, 

p.64) 

それぞれの外来語を詳しく見ていくと、ここ数年間における語の変遷が窺

えるものがある。例えばcasualがその1つである。怜gueBrasilとElleBrasil 

ではcasualの付く複合語が頻繁に見られたが、 Freitas(1991)では、 (15)の1

語だけしか見られなかった。

(I 5) 0 colete seIVe para criar tun estilo que os ingleses ch皿1mnde“casual”, uma 

es岱ciede displi呻nciapl皿ejada(Manequim 88年7月号p.49,Freitasより引

用）

(16) Tudo num cl加a~.(Vogue Brasil 31 I, p.174) 

(17) As pei;as femininas dividem-se em temas: cityscape, ~, cool comfort, 

natural exposure, heat wave,fi・ee zone... (Vogue Brasil 308, p.82) 

(18) (...), nossa previa de outono-invemo junta o ~ (...)（怜gueBrasil 308, 

p.13) 

(19) (...) quern d遥 um~ tipo Samru1tha em Sex and the city. (Elle Brasil 3, 
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p.62) 

本来 casualはラテン語起源の語であり、ここ数年で新しくポルトガル語に取

り入れられたものではない。しかし、 (15)の用例を見ると、 casualの後にそ

の概念がパラフレーズされている上、引用符が付加されている。そのことか

ら、 ”displi呻nciapl出1ejada”という概念でcasualを用いることは、 88年にはまだ

比較的新しいことであったと推測される。その後、ファッション業界では頻

繁に使用されるようになり、現在では複合語が用いられるまでに至っている

と考えられる。 Houaiss(2001)には、 casualの見出しに”usoinfonnal”という

語義での記載がすでにあり、それは英語からの意味イ昔用によって取り入れら

れた概念だと説明されている。また、その語義ではブラジルのポルトガル語

でのみ使用されていると追記されている。実際、ヨーロッパのポルトガル語

の辞書である GrandeDicion面o(2004)にはその語義での記載はない。

また、今回の調査の用例では、 (20)から (26)のように、規模が大きいこ

とを表すギリシア語起源の接頭辞megaーを伴った語が頻繁に現れた。

(20) Pioneira de uma gera9fto de~.(.◆．）（約gueBrasil 306, p.38) 

(21)(…),porem, 0 mes tematico da皿宰寧rnsec畑na(．．．）（怜gueBrasil 310, p.54) 

(22) (...), a ~ de m紅vasiJ.nportadas do Paris, (...) (Vogue Brasil 309. 

p.173) 

(23) Voce ja raspou a cabeya, usou ~珀~.ficou morena (Elle Brasil 7, p.89) 

(24) 0 Serravale e o prin1eiro ~ italiano, (...) (Elle Brasil 7, p.64) 

(25) (...)-w11 dos~ a ceu aberto (...) (Elle Brasil 7, p.60) 

(26) (...),am年gFernanda Tavares e um dos maiores icones (...) (Elle Brasil 4, 

p.83) 

Bidennru1 (1996)によると、これまでmega-は主に科学技術分野の語を構成す

るために用いられていたが、現代のポルトガル語ではその特性を失い、より
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一般化しつつあるという。また、 megaーは、ここ最近までより頻繁に用いられ

ていた super—や ultra-といったラテン語起源の接頭辞の代わりに用いられるよ

うになっているとも述べられている。 Freitas (1991) のコーパスでは mega—が

用いられた用例は1例しか見当たらなかったことから、この変化はここ数年

のものであり、ファッション分野においても mega-の使用が拡大している傾向

が見られると言えるであろう。

また、いくつかの用例から、当時と現在の流行の変化が窺えるものもあっ

た。例えば、 Freitas(1991)では (27)から (31)の用例のように、ストーン

ウォッシュジーンズに関連した語が頻繁に表れていたが、今回のコーパスで

は1例しかなかった。このことから、ブラジルで80年代はストーンウォッシ

ュが流行した時期であったことが窺える。また、使用頻度が高かったのか、

(31)のような stonadoといった過去分詞形（または形容詞形）までが使用され

るようになっていた。

(27) no centro, ~畑~-(Manequim, 87年5月，p.37,Freitasより引

用）

(28) o floral da mallm dela e o ~ dele. (Manequim, 88年7月，p.26,

Freitasより引用）

(29) ou pela praticidade do~-(Manequim, 82年7月，p.28,FI咄itasより引

用）

(30) os novosj血1S(black, color e ~-(Manequi111, 87年5月，p.19,Luzよ

り引用）

(31) o jeans voltou a sua cor de origem, depois de ser muito bem lavado, tingido, 
desbotadoe‘迪碑”.(),1anequim,88年9月，p.11,Freitasより引用）

80年代にも現在においても同じ形で用いられている語もしばしば見受けら

れた。それらは、 lookのようにHouaiss(2001)やAurelio(1999)に既に記載

のあるものもあれば、mixのように、どちらのコーパスでも用いられていた
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ものの、まだ辞書化されていないものも見られた。

3.4借用先の言語の同化を受けた外来語

数櫨的には多くはなかったものの、表記上、形態統語上の同化を受けた外

来語がいくつか観察された。

まずは、原語の表記が変化したものの用例をいくつか見てみることにする。

(32) A de Alice, mais teen, de坦卑立（廟gueBrasil 311, p.44) 

(33) 0 que a deixa de mau homor? ~. arrog如cia.(Vogue Brasil 311, p. l 0) 

(34) (...) como坐函!}e o tule, (...) (Vogue Brasil 313, p. I 03) 

(35)(…)皿humildevestido de~ (chamado de Gaulle) e (...) (Vogue Brasil 

313, p.165) 

(36) Uma ii10va9ao oposta a art匹~que todos fazian1 (...) (Elle Brasil 4, p.45) 

(37) Entre no jogo de to11S ~疇．（ElleBrasil 5, p.136) 

(38)（…）：血血adeveludo坐芭淫DocDog. (Ele Brasil 6, p.20) 

(32)から (34)は、重なる母音や子音の1部が脱落したものである。 (32)の

tenagerは、「13オから 19オまでの若者」を意味する英語のteenagerから来た

外来語で、重なる母音eeの1つが落ちたものである。また、(33)ではWaJ.11祖be

の重なる皿が落ちwanabeと表記されてしヽ る。 (34)でも同様に、本来はフラ

ンス語でcl曲ffonと綴られるが、子音の1つが落ちてchlfonという表記になっ

ている。

フランス語起源の (35)のmusselineと(36)のnoveauでは、原語の表記

はmousseline,nouveauであり、どちらの場合も、二重母音OUはフランス語で

は[u]の発音になる。しかしながら、 (35)では OUがuで綴られているのに対

し、 (36)では 0で綴られている。前者は発音が表記に反映したと考えられ、

後者はポルトガル語のnovoの表記が影響したものではないかと思われる。

(37)と(38)はフランス語の過去分詞形degradesとdevoreに由来するもの

であるが、いずれも degrade,devoreのようにアクセント記号の変化に加え、
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(38)では、to11S という複数名詞を修飾しているにもかかわらず、数の一致が

欠如している。

派生による同化もいくつか観察されたが、なかでも一番多かったのが、 (39)

や (40)の用例のように、過去分詞（形容詞）を作る接尾辞-adoの付与であっ

た。次の (41)と(42)はいずれもフランス語のpailletteに由来し、既にポル

トガル語の語彙の一部を成すpaeteから派生したと思われるが、一方は-arが
付与されたpaetarから、もう一方は、-izarが付与されたpaetizarから過去分詞

形が形成されたと思われる 70

(39) Como血匹坐conceitode "bar de perfumes", (...) (Elle Brasil 3, p.48) 

(40) Modelo de alg逮osilkadoTenner戊＄26.(Elle Brasil 8, p.38) 

(4 l) Macaquinho de toalha碑幽坦（I侮gueBrasil 313, p.96) 

(42) (...) bem que poderia ser U111a jaqueta militar "~", nao？（約gueBrasil3l2,

p.20) 

また、次の用例のように、接尾辞istaや~eiro が付与された用例も見られた。

(4 3) Cal9as Jargas demais, estilo ~韮浬ou grunge,(…)(ElleBrasil 3, p.84) 

(44) Poe低 roquei.i・o,srunbista (apaixonado por Clltola），辿睾皿(...)(1,vgue Brasil 

311, p.26) 

(45) (...),cole血1eacom pensamento inspirados de 11 !2!Q匹~-(Elle Brasil 8, p.65) 

英語起源のtopに縮小辞を形成する—inl1o が付与されているのが (46) と

(47) であるが、 (46) では、topが 1 音節として捉えられたために—zinho が付与

され、反対に (47)では、top(i)のように2音節と捉えられたために＿in110が付

与されたのではないかと思われる。

(46) (...): biquininho，拉呵，shortinho,sainha, camisetinha,(…)(Vogue Brasil 308, 
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p.73) 

(4 7) Cansadas de nossas sainl1as, blusinhas ~. (...) (Vogue Brasil 310, p.26) 

さらに、次の(48)や(49)の用例を見ると、topには意味上の同化も生じたと

考えられる。

(48) A russa Na固iaVodianova, atual n血1ero1 no ranking das皿（．．．）（約gueBrasil

307,p.14) 

(49) Uma festa entre flores, proposta por Lucio Vieira e Roberto Pena, da Escarlate, 

uma <las floriculturas皿deS恥Paulo,e pura sedu呻0．（約gueBrasil 306, p.178) 

(50)騨，faixaem mgles, quer dizer topo, alto. Em moda e a roupa que esta ac血ada
ciI1tura.. (Manequim, 83年11月，p.39,Freitasより引用）

Houaiss (2001)には「上半身に着る服」の語義ではすでに記載があるが、 (48)

の「トップモデル」や (49)の「トップクラス」の語義ではまだ記載がない。

また、 Freitas(1991)にもtopの用例は (50)に見られるように衣服の意味で

しかなく、さらにその概念がパラフレーズされているため、その頃に取り入

れられた新しい外来語であろうと推測される。このようなことから、 80年代

頃に取り入れられたtopに、ここ数年で新たな意味が付加されたため、 (48)と

(49)のtopは、意味｛昔用が生じたケースだと言えるであろう。

4.ヨーロッパのポルトガル語における外来語

ブラジルとポルトガルでは同じ外来語が必ずしも同じ方法で取り入れられ

るわけではないことは既に述べた通りである。この点についてCarvalho(1989) 

は以下のように述べている。

A lingua portuguesa nao e veiculo de uma cultura unifonne -culturas diferenciadas 

nos continentes e nac;oes onde a lingua portuguesa foi adotada como lingua oficial tern 

suas peculiaridades e preferencias na adoc;ao de tennos estrangeiros. (Carvalho, 1989, 
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p.54) 

（ポルトガル語は均一文化の伝達手段ではない。ポルトガル語が公用語とし

て導入された大陸や国々はそれぞれ異なった文化を有し、外来語を取り入れ

るにあたっての特性や選好性もまたそれぞれ異なっている。） 8 

しかしながら、 Faraco(2002)によると、先述したように、ヨーロッパのポ

ルトガル語では英語起源の外来語があまり歓迎されない、あるいは、ブラジ

ルのポルトガル語における外来語の氾濫について言及する際に、非常に極端

ではあるものの、ヨーロッパのポルトガル語には英語起源の外来語が存在し

ないといったことまでもがしばしば口にされるようである。このような主張

の真偽を確かめるため、プラジルのポルトガル語を対象とした今回の調査と

同種の調査をヨーロッパのポルトガル語にも行ってみた。 80年代前後にヨー

ロッパのポルトガル語における外来語を調査した先行研究が手元にないため

ここ数年間の変化を観察することはできなかったが、VogueBrasilやElleB1-asil 

と同時期にポルトガルで発行された VoguePortugalとEllePortugalを用い、フ

ァッション分野におけるヨーロッパのポルトガル語の外来語を調査したとこ

ろ表3の結果が得られた。

表3：怜guePortugalとEllePortugalにおけるフランス語と英語起源の外来語

の総数

約guePortugal 

Elle Portugal 

計

＊括弧内の数値は割合（％）を示す。

フランス語 英語

114 (24%) 

37(17%) 

151 

355 (76%) 

185 (83%) 

540 

この結果から、いずれの雑誌でも英語起源の外来語の数がフランス語起源
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の外来語の数を大幅に上回っていることが読み取れる。ブラジルと同様、ポ

ルトガルにおいても、ファッション分野の外来語は、英語起源のものが多く

取り入れられていることがわかる。ポルトガルはブラジルと比べて地理的に

もフランスに近く、また国内でもフランス語教育が行われているにもかかわ

らず、英語の影響が強くなっていることが言語に反映されているものだと思

われる。

コーパスの用例の大部分は、ブラジルの用例と同様にほとんどが原語の形

を維持していt::oしかし、とりわけ VoguePortugalでイタリック体や引用符と

いった表記上の措置が施されている割合が高かった点は特筆に値するであろ

う。約guePortugalでは、英語起源の外来語吾全体のおよそ96%、フランス語起

源の外来語については、およそ83％に何らかの表記上の措置がとられていた。

この数値は、前述したWJgueBrasilにおける数値を大きく上回っている。一方、

Elle Portugalの英語起源の外来語では、全体のおよそ4％で、フランス語起源

の外来語では、およそ 11％の使用があり、 EllePortugalとElleBrasilではほと

んど差はなかった。

このように、ブラジルのコーパスと比較すると、ヨーロッパのポルトガル

語では、外来語を外国語として認識し、自国語の語彙と区別しようとする傾

向があるように見受けられた。これは、外来語は用いるものの、それらを自

国語として用いることに対するある種の躊躇いの表れではないかと思われる。

5.おわりに

Freitas (1991)の調査と今回の調査を比較することにより、ファッション分

野においてここ数年で英語がフランス語を凌駕していることが確認できた。

従来フランス文化の影響が強かったファッション分野でさえもアメリカ文化

の影響が拡大し、その現実が言語にも反映しているのであろうと思われる。

今回調査した女性ファッション誌では、大半の外来語が原語の形を維持し

ていたが、それには2つの理由が考えられる。 1つは、新しい語がまだポル

トガル語に同化されていないためであり、もう 1つは、鈴木 (1996)にも述
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べられているように、政冶的、経済的に影響力のある英語という威信を持つ

言語に少しでも近づこうとする動きの表れだと考えられる。このような場合、

外来語は、新しい事物に対する命名という本来の目的のためではなく、ある

種のステータスの象徴として用いられているのではないかと思われる。

今回の調査ではフランス語起源と英語起源の外来語の数量的変化に焦点を

あてたため、それぞれの用例を詳しく分析することはできなかった。今後は

外来語の使用頻度や定着度に着目した調査と関連づけていく必要があると思

われる。

注

I.本稿は筆者の博士論文の一部をもとに加筆・修正したものである。

2. Carvalho (1989: 16-18) 

3. Carvalho (1989: 18-19, 54-56) 

4. Grande Dicionario (2001)にはgayもstressもすでに記載されている。stressについ

ては、 stresseでの見出しもある。ブラジルの辞書では、 stressとestresseで見出しがあ

り、ブラジルとポルトガルでは同化方法が異なっている。

5. Vogueは、 1892年にアメリカ合衆国で創刊された女性ファッショ汎痣で、ファッシ

ョン界では最も古い雑誌の1つにあたる。また、Elleも同種の女性ファッション誌で、

1945年にフランスで創刊された。現在ではいずれの雑誌もプラジルやポルトガルを

含む数多くの国々で月刊誌として発行されている。

6.派生 (deriva⑮o)と複合 (composiyao)については様々な解釈を巡って常に議論が

続いているが、本稿では詳しくは触れないことにする。ここではKehdi(2003)の定

義にしたがい、前者を1つの語幹に接辞が付加されたもの、そして後者を2つ以上の

語幹から形成されるものとする。

7. A produtividade deste sufixo e recente e cresce cada vez mais. Antes do妥culoXX, 
registJ-am-se pouquissimas fonnai;c途em"-iz(ar)".(Monteiro 2002: 177) 
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8.原文からの和訳は筆者によるものである。
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